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未来にはばたく青少年の健全育成をすすめる民間団体　滋賀県青少年育成県民会議



顕彰者（団体）名 活　動　内　容 顕彰者（団体）名 活　動　内　容

大塚　正
（長浜市）

　10年以上の長きにわたり地元の児童生徒に
小学校近くの通学路において毎朝「あいさつ
運動」を実施。こうした地道な活動が地域の
安心・安全な地域作りに大きく寄与されその
功績は誠に大きい。

村田　徹
（守山市）

　守山野洲少年補導委員会長、守山市青少年
育成市民会議副会長の要職にあり、また、毎
朝の登校の付添指導、あいさつ運動・見守り
活動・愛の声かけ活動など精力的に取り組ま
れ、青少年健全育成に尽力されている。

大島　清人
（守山市）

　勤務先近くの交通量の多い交差点でＰＴＡ
の方とともに、７年以上の長きにわたり、毎
朝あいさつ運動や交通安全の見守り活動を実
施。子どもたちの安全 ･安心に寄与され、そ
の功績は誠に大である。

青木　隆男
（栗東市）

　10年以上の長きにわたり子ども見守り隊の
一員としてあいさつや声かけ、交通安全活動
に取り組まれている。また得意のマジックシ
ョーで地域のイベントに参加、交流を図るな
ど地域への貢献は他の模範となっている。

友野　幸雄
（湖南市）

　平成 13年の学区民会議会長就任から 2小
学校校門前でのあいさつ運動は市民会議会長
就任後も継続的に取り組まれている。このこ
とは、あいさつ運動の推進や青少年育成活動
の要として取組の原動力になっている。

生越　惠子
（湖南市）

　平成10年から民生委員児童委員として積極
的に地域に関わるとともに、15年以上の長き
にわたり、毎朝交差点 ･通学路において「あ
いさつ運動」「交通安全見守り活動」を実施。
今も青少年の安心・安全を見守り続けている。

石岡　昌一
（東近江市）

　毎月 15日の老人クラブの「あいさつ活動」
に加え、毎朝、国道沿いの信号機のない交差
点で登校する小学生の横断を見守りながら、
「あいさつ・声かけ」を8年間にわたり実践。「継
続は力なり」その信念のもと、その活動ぶりは、
他の模範となるところである。

小林　幸一
（東近江市）

　９年の長きにわたり毎日下校時に小学校ま
で３㎞を出向き、下校する子どもたちへの声
かけ・見守りを実施。付添下校を続けてこら
れた。こうした活動は、安全で安心な登下校
に大きな成果を挙げ、地域への貢献は他の模
範とするところである。

真野北学区青少年
育成学区民会議

（大津市）

　26年間の長きにわたりあいさつ運動を実
施。毎月３のつく日の通学路で「ココロちゃん」
マーク付ベストを着用。あんさつを通して交
通安全や犯罪防止に努められている。長年に
わたる地道な取組の功績は誠に大である。

和邇 ･小野少年
補導 (委 )員会

（大津市）

　長年、登下校時の「あいさつ運動」に取り
くまれ、登校時は月初めに和邇駅・小野駅で、
下校時は第３火曜日に和邇駅、和邇小学校、
志賀南幼稚園で声かけを実施。「あいさつ運動」
を通した地域の安心・安全に寄与されている。

旭森学区青少年
指導員会

（彦根市）

　26年の長きにわたり「あいさつ運動」に取
り組み、毎月３回、小学校の正門前、通学路
３カ所に立ち、あいさつ・声かけ運動を実施。
あいさつ運動の活性化で地域の安全・安心に
寄与され信頼も厚い。

稲枝北学区安全
･安心まちづくり
協議会

（彦根市）

　平成 19年度より地域の防犯・防災部会が、
小 ･中学生､ 高校生の「通学路における安全
指導」や「あいさつ運動」を住民ボランティ
ア及びＰＴＡが一体となって実施。また小学
生・一般対象に「あいさつ標語」を募集、啓
発に寄与された。

湯田小子ども
安全リーダー

（長浜市）

　浅井西小時代より長きにわたり毎朝登下校の
あいさつ ･見守り活動を実施。ＰＴＡのあいさ
つ運動へとひろがる。子ども安全リーダーの活
動は保護者や学校・地域の安心 ･安全につなが
り、子どもの健全育成に大きく貢献された。

南郷里幼稚園PTA
（長浜市）

　ＰＴＡ防犯部を中心に保護者や子どもたち
にあいさつ運動推進に取り組んでいる。また
研修部は毎年「親子あいさつ標語」を募集し、
年間を通してホールや玄関に掲示するなどＰ
ＴＡの取組でとても大きな成果が見られる。

守山市立明富
中学校生徒会

（守山市）

　12年以上にわたり月初めや毎週火､ 木曜日
の朝にのぼり旗を掲げ、あいさつ声かけ運動
を続けている。あいさつを通して仲間づくり
やよりよい学校づくりに熱心に取り組んでい
る。この取組は今後も大いに期待できるとこ
ろである。

治田更生保護
女性会治田東支部

（栗東市）

　30年以上もの長きにわたり校門前での児童
に向けた「愛の呼びかけ (あいさつ )運動」や
毎朝の分団登校場所でのあいさつ見守り活動
を実施。長年の取組は「地域の子どもは、地
域で守り育てる」という活動の推進に貢献し
ている。

安曇川青少年育成
学区民会議

（高島市）

　毎月１日を「あいさつ運動の日」として、24
年もの長きにわたり、学校や保育園、駅前であ
いさつ・声かけ、見守りを実施。きめ細かなあ
いさつ運動を継続的に行っている。学区におけ
るあいさつ運動の要として貢献度は大きい。

東近江市商工会
青年部
（東近江市）

　平成 26年から活動の一環として、「商工戦
隊赤レンジャイ」を組織。各小学校前でのあ
いさつ運動・見守り活動を続けている。「赤レ
ンジャイショー」では、子どもたちの「あい
さつ運動推進」に大きな効果をあげている。

東近江地区更生保護
女性会能登川分区
　（東近江市）

　32年以上の長きにわたり、春休み期間中、
毎日「愛のパトロール」を続け、行きかう子
どもたちに、あいさつや声かけ活動を精力的
に実施。こうした子どもを犯罪から守り、安
全で安心なまちづくり活動は、他の模範とな
っている。

　長年にわたりあいさつ運動に取り組んでおられる下記の８名と11団体の皆様をご紹介致します。例年は、滋賀県青少年育成
県民会議総会（5月 22日）の席で表彰させていただくことになっておりましたが、今年度は、新型コロナウイルス感染防止の観
点から、令和 2年度滋賀県青少年育成県民大会（11月 14日）の席上で、兒玉会長より授与されます。

滋賀県民総あいさつ運動感謝状受賞者一覧
（敬称略・順不同）
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　令和２年度非行防止・環境浄化対策連絡会議が、「青少年非行・被害防止滋賀県強調月間」推進事業の一環として７月３日（金）
に滋賀県庁新館７階を会場に開催されました。

●講話「県内の少年犯罪の現状について」
滋賀県警察本部生活安全部少年課長　寺師正浩 氏

　　・�過去 10年間の非行少年等の統計資料推移の分析や凶悪犯の増加、福祉犯の被害者の増加といった傾向が見られること
など具体的な事案に基づきご指摘いただきました。

●講演「ネット社会の落とし穴から子どもを守るために」
 滋賀県人権センター人権啓発担当主査　松浦広明 氏

　　・�最新のコミュニケーションツールＳＮＳによる犯罪やトラブルの事例から青少年の状況や相談支援、学校・職場・地域・
家庭が連携した支援体制等について分かりやすくお話しいただきました。またその後の社会復帰・社会生活のための地道
な助言や指導、相談支援体制、他の支援機関との連携の必要性など多方面から学ばせていただきました。

●講演「生徒指導上の諸課題への対応について」
滋賀県教育委員会事務局幼小中教育課

生徒指導・いじめ対策支援室参事　山本貴志 氏
　　・�子どもの立場から問題行動の捉え方、暴力行為を許さない組織的な対応、不登校に対する地道な取組、いじめに対する

新たな捉え方による早期発見・未然防止、高校生の就学状況など近年の動向をお話しいただき、「学校警察連絡制度の
運用の促進」「県と市町の連携強化」や新たな試み「ＳＮＳを活用した相談窓口の開設」等も学ばせていただく貴重な機
会となりました。

　令和２年度滋賀県青少年育成団体関係者等交流研修会が、９月 24日（木）の午後に滋賀県庁新館７階大会議室において
開催されました。この研修会は、青少年育成市町民会議および関係機関・団体等の役職員が一堂に会して講演を聴き、その後、
各市町の取組や情報交換を通して地域活動の一層の推進を図ろうとするものです。

●講演「青少年を取り巻く犯罪・非行の現状と対応について」
 講師　帝塚山大学法学部教授　岡本美紀 氏

　　・�岡本先生は、大学在学中にUCLAに留学、犯罪学を履修以後、刑事政策や被害者学、犯罪学を中心に研究を進められ
ています。講演では、様々な統計資料から最近の傾向として成人・少年ともに「再犯」の増加が見られ再犯防止に向けた
取組が進められていること。また、コロナ禍での犯罪・非行の複雑化（高度化）、低年齢化が進んでいること。今、コロ
ナ禍で心身ともに不安定な青少年に対して居場所を提供し、立ち直りを支援する学生ボランティア活動がますます重視され
る時代であることなど多様な視点からお話しいただきました。

滋賀県青少年育成県民会議会長感謝状受賞者
（敬称略）

非行防止・環境浄化対策連絡会議

青少年育成団体関係者等交流研修会・青少年育成市町民会議連絡会議

山本なお栄 平成 26年度より、滋賀県民生委員児童委員協議会連合会の代表として県民会議の理事に就任され、副会長とし
て通算６年間の長きにわたり県民会議の業務運営に尽力された。

松山　典弘 平成 26年度より、大津地域市町民会議の代表として県民会議の理事に就任され、通算６年間の長きにわたり県
民会議の業務運営に尽力された。

(故) 藤森　稔 平成 27年度より、(公社 ) 滋賀県防犯協会の代表として県民会議の監事に就任され、通算５年間の長きにわた
り県民会議の業務運営に尽力された。

池尻　力 平成 27年度より、青少年育成市町民会議の代表として県民会議の監事に就任され、通算５年間の長きにわたり
県民会議の業務運営に尽力された。
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「大人と子どもがともにふれあい育ち合う地域づくり」
日野町青少年育成町民会議

　日野町青少年育成町民会議では、「大人と子どもがともにふれあい育ち合う地域づくり」を活動方
針として、子どもたちにとって様々な体験や活動ができる場を広げながら、各団体と地域が一丸となっ
て、社会の宝である子どもたちを地域で育てられるように、青少年の健全育成活動を進めています。

【主な活動・取り組み】
〇初発型非行防止・防犯対策巡回パトロール
　�　子どもたちが多く出入りしている量販店やコンビニエンスストアにＰＴＡ連絡協議会と協力を行いながら巡回パトロ
ールを実施しており、次世代を担う子どもたちを温かく見守りながら「愛の声かけ運動」に取り組んでいます。昨年
度は年間 86回の巡回パトロールを実施しました。

〇ラジオ体操運動の推進
　�　例年、夏休み期間中において地域、子ども会、老人会などの各団体の協力により「ラ
ジオ体操」を推進していくよう取り組んでいます。朝のラジオ体操に参加することで子ど
もたちは規則正しい生活の始まりの良い機会となり、大人にとっては、毎朝子どもたちと
顔を合わせる機会も増え、声かけをすることで地域の中で多世代交流を深めるとともに、
健康増進につながるものと考えます。

〇「こども 110 番の家」設置協力・点検
　�　子どもたちの安全を願い設置協力者の玄関先などにカラーコーンを設置いただいております。現在、229箇所の
住宅や店舗に設置協力していただいており、子どもたちの安全を地域ぐるみで守る取り組みとして実施しています。

〇日野町青少年意見発表大会
　�　町内の小・中学生及び高校生、青年が日ごろ考えていることや感じていることを発表
する機会として、青少年意見発表大会を毎年開催しています。
　�　意見発表を通じて、青少年が、今何を考え、何を思っているのかを知ることで、大人
がどのような活動や役割を担っていかなければならないかを考えることができる日になっ
ています。

大人が変われば、子どもも変わる
＜あいさつでつながる心と未来＞

湖南市青少年育成市民会議
　湖南市青少年育成市民会議では「大人が変われば、子どもも変わる」をスローガンに、「あいさ
つでつながる心と未来」をキャッチフレーズに、活動をしています。

【８つの学区民会議の活動】
〇初発型非行の抑止力として、巡回活動を実施しています。
〇学校・ＰＴＡ等と連携・協力し、あいさつ運動を実施しています。
〇地域の子どもたちと大人との世代間交流に努めています。
〇地域の特性を活かした、子どもたちのふるさとづくりにつながる体験活動を実施しています。

【市民会議が実施している活動】
〇７月の強調月間に、市内６店舗で街頭啓発を一斉に実施しています。
〇�広報紙「育み」を年２回発行し、市民会議・各学区民会議の活動紹介と、青春祭（あ
おはるさい）の周知・報告をしています。
〇�青少年育成大会は市民への更なる周知を目指し、平成29年に「青春祭（あおはるさい）」
という愛称を決めました。湖南市の大会の特徴は大きく2つです。
　　１.� �中学生が実行委員です。事前に企画・準備をし、当日は受付・進行・お見送りま

で行います。歴代実行委員はのべ190人近くになり、大会終了後は地域のリーダー
として活躍しています。

　　２.�大人がステージに上がらない大会です。来賓・来場者は青少年の活躍を堪能され
ています。

　今後、小学校や高校とも更なる連携を目指し、青少年の手作りの大会を続けていきたいと思っています。青少年育成
市民会議の役員・理事達は裏方に徹し、見守っていきます。

青春祭 (あおはるさい)

実行委員Ｔシャツ

青春祭 (あおはるさい)

　お見送り
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